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登録リスト（該当：275件）
  ≪  1  2  3  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 夜の松本城]	夜の松本城	夜に松本市へ。
夕方に来ることはよくあるが、夜に松本城に来たのは初めて。昼に比べて、城が水面に綺麗に写っている。

周りにある光も昼より存在感があり非常に綺麗。
２枚目の写真の赤い男の正体は自分。

昔、夜の善光寺という投稿をあげたがそれ以来の夜シリーズ。
長野市の「夜の善光寺」松本の「夜の松本城」次は「夜の」何にしよう？
それを探すだけで気分の沈みがちな夜が明るくなるかも。	2022-11-17
	2	[image: d-commons.net考察 その2「方法はあるがやり方が分からない機能」]	d-commons.net考察 その2「方法はあるがやり方が分からない機能」	以前行ったd-commons.net研修会アンケートに「複数の画像を投稿するやり方が分からない」といった意見があった。

※教員向けd-commons.net(eduスクウェア)の研修会 アンケート結果

この意見を読んだ際「やっぱり」という感想を抱いた。
画像選択の方法自体は存在する。Ctrlキーを押しながら投稿したい画像をクリックすることで複数選択が可能である。

しかし、この方法はPCの扱いに慣れている人には常識かもしれないが、扱い慣れていない人には分からないだろう。同じ疑問を抱く利用者は、今後も出てくると思われる。
(複数の画像を一括で投稿し、かつ備考欄も設けてある「クリップファイル機能」が存在する。クリップファイルはとても便利な機能だが、登録方法がやや複雑である。
※	2022-11-14
	3	[image: 上田探検隊・中間まとめ]	上田探検隊・中間まとめ	真田ゆかりの地であることは知っていたが、少し堅苦しいと感じていた。しかし実際上田を探検してみて、歴史的な町並みは残しつつも観光客を呼び込むためのまちづくりがなされていると感じた。特に海野町商店街は、商店街と聞くと古めかしい印象があったが、若い人向けのお店なんかがあっていいと思った。城下町であるため仕方ないかもしれないが、近隣の佐久市何かと比べて商業施設が少ないと感じる。歴史的建造物は残しつつ、観光客や新規の住人を取り込む街づくりをこれからも考えて行くことが課題だと思った。	2022-11-07
	4	[image: 上田探検隊・中間まとめ]	上田探検隊・中間まとめ	二回の上田市探検を通して、上田市にはたくさんの魅力ある場所、施設が増えてきていると感じた。例として丸山邸をあげると、今では邸内にカフェや観葉植物の販売をしていたりするが、１０年前は言い方は失礼かもしれないが、立派な邸宅というだけのイメージを持っていた。海野町商店街もここ数年でカフェやバーなど若い人も楽しめるような店が増えていた。中にはSNSを積極的に利用して宣伝している店もあった。
一方で上田市には歴史的な建造物が多いのだが、散策を通して自分自身上田市で生活してきたのだが、知らないようなものも多く、また積極的にPRがなされていないものも多いように感じた。このようなものにも焦点を当てることでさらに上田市の魅力が引き出せたらいいなと思った。	2022-11-06
	5	[image: 10/20、27　上田探検隊中間まとめ]	10/20、27　上田探検隊中間まとめ	2日間の探索を通して、上田市のまだ知らなかった魅力を知ることが出来たと思います。2日間とも、有名な場所を回ったりすることはもちろんですが、地域の風景や自然など、実際に歩いたからこそ気づける魅力にも視点を当てて散策しました。1日目の別所温泉では歴史的な建造物や自然に触れることが出来ました。初めて訪れたのですが、多くの寺社や透き通った川、高所からの風景など長野県としての魅力が多く詰まった場所だと感じました。2日目の西部地域は、様々な場所に観光スポットが点在しているといった印象を持ちました。距離的には長いかもしれませんが、今回前川先生が用意してくださったような観光マップを利用することが有効だと感じました、興味を持った人たちが紅葉の時期などに観光すれば、山が近いこともあってとても良い体験	2022-11-06
	6	[image: 上田探検隊　中間まとめ]	上田探検隊　中間まとめ	今回、西部地域、別所地域を探検してみて、上田市の未だ見ぬ魅力に気がつくことができた。今回のフィールドワークで、特に歴史的な文化財が多い印象であった。別所地域では、常楽寺、安楽寺をはじめとする、寺院が多く点在しており、高齢者を中心に多くの人たちが訪れていた印象であった。そんな中で、別所地域はもちろん、西部地域の歴史的な文化財に若者の興味を惹きつける工夫がもう少し必要かなと考えた。別所地域には若者も関心のある、スケートボードのお店があったり、温泉街もあるので、そこに来る目的と共に歴史に触れる機会があるかもしれない。ただ、多くの人が参加できるイベントなどの普及が必要かなと考える。西部地域の歴史的文化財に触れるためには、どうすればいいのかもさらに考えていきたい。	2022-11-03
	7	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼのサントは「蚕都」のサント。
日頃コンサートや展示会が行われているサントミューゼ。
サントが蚕都だと知らない人が多いかもしれないですが、上田の人々から愛されている訳は自然と名前にあるのかもしれません。

場所  上田駅から徒歩7分
開館時間  9:00～17:00	2022-11-03
	8	[image: 焚火　SKATE STORE]	焚火　SKATE STORE	北向観音堂から別所温泉駅に下って行く途中に見つけた、スケートボードの専門店。内装はかなり新しく、今月の1日にオープンしたとのこと。若者に人気のあるスケートボードのお店が、別所温泉にあるとは思いもよらず、吸い込まれるように立ち寄った。別所地域で温泉や寺院だけでなくこうした新しい魅力にも気づけて貴重な時間になった。スケートボードに興味のある人はもちろん、興味がない人も行ってみると新しい発見ができるかもしれない。	2022-10-30
	9	[image: 上田城の堀の秘密]	上田城の堀の秘密	上田城の堀には1箇所欠けている部分があります。
これは建設当時、風水において縁起の悪い方角を無くす目的があったそうです。これがあったからこそ真田晶幸は徳川軍を退けることができたのかもしれません。	2022-10-29
	10	[image: 志まん焼き]	志まん焼き	１９３５年創業の上田市民のソウルフード志まん焼きです。なんと１個90円！前は80円でした。激安なのに普通に美味しい。味はカスタード、あんこの2種類。僕はあんこ派です。アイスとかも売ってます。安いです。是非！	2022-10-29
	11	[image: 上田市立上田図書館]	上田市立上田図書館	上田市立上田図書館です。少しレトロな感じでとても素敵でした。長い時間詳しいところまでは調査できなかったため、もしかしたら大きな違いがあったのかもしれませんが、図書館に関してはほとんど横浜市にある一般的な図書館と大きな相違は感じませんでした。	2022-10-28
	12	[image: 上田市役所]	上田市役所	上田市役所です。一、二年前に改築されたばかりのため非常にきれいで、また新たな庁舎としてまだ工事されているところもありました。
横浜市は政令指定都市で区があるため、区役所の方が市民は行くことが多く市役所はどこにあるかもわからない人が多いと思います。調べてみたところ、上田市役所と似たように近年移転・建て替えがあったそうで、32階建て、中に商業施設があると市役所なのか疑問に思うレベルの大きさです。	2022-10-28
	13	[image: 昭和の残り香を巡る～④袋町編～]	昭和の残り香を巡る～④袋町編～	「昭和の残り香を巡る」第四回は袋町。
このご時世、かなり厳しい状況に置かれているようですが、現在も歓楽街として栄えている袋町です、昭和時代の好景気の頃は人が多すぎて歩けないほど混雑していたそうです。
今はそこまでの活気はなくなってしまったかもしれませんが歓楽街としての役割は健在です。
数多くの看板が並び、多くの人々がここで夜遅くまでお酒を嗜むそう。
中の人はまだ未成年なのでお酒は飲めませんが、大人になったら、夜の袋町、一度は行って見たいですね。	2022-10-25
	14	[image: 名前も知らなかった川]	名前も知らなかった川	丸山邸の近くの橋からきれいな川が見れました。川を見ることが好きなので興味を惹かれました。どこにつながっているのかも気になります。名前は矢出沢川というそうです。	2022-10-24
	15	[image: 諏訪泉神社]	諏訪泉神社	大通り沿いにひっそりと佇む諏訪泉神社。
諏訪大社などと同じ神様を祀っており、大昔から西部地域を見守っています。子供の遊び場としても役目をはたしていて、木々が生い茂っていて涼しいのも子供たちが集まる理由なのかも知れません。	2022-10-22
	16	[image: 菅平中「すずらん祭」2022参観]	菅平中「すずらん祭」2022参観	★菅平中学校第26回「すずらん祭」2022/10/21(金)
「すずらん祭」を参観してきました。何と保護者参加の学校祭です。しかも26回目という歴史を刻んでいます。今回の「すずらん祭」のスローガンは「現状打破」。生徒会のスローガンとのこと。何と頼もしいスローガンでしょう。今年からは小中学生合同の形に進化させたとのこと。中学生たち、やりますね。

授業参観よりもこの形態の方が保護者にとってもお子さんのアクティビティに直に触れてよいのではないでしょうか。小規模校だからできるグッドプラクティスと思います。望ましくは他の学校でもできるモデルとして見ていただければ。コロナ禍のことなどもあり祭の様子はYouTubeでもライブ配信。dxの実践をしていることも頼もしい（ただ配信の質には課題がありました）。

朝8:30から始まり、1	2022-10-21
	17	[image: 『魔弾』は小津ごっこの傑作]	『魔弾』は小津ごっこの傑作	小津安二郎の映画を真似っこすることを「小津ごっこ」と言います。周防正行監督や山田洋次監督などが自作の映画で小津ごっこをやっています。テレビのCMでもそれらしきものを見ることがあります。

T.M.Revolutionの『魔弾』がリリースされたのは2012年のこと。このPVは当時飛行機の中で見た記憶があります。これも強烈に印象に残ったPV。

YouTube動画のリンクは実体コピーとは異なるので、ここに嵌め込まれてはいますが、コピーではなく外部参照です。

YouTube／T.M.Revolution 『魔弾～Der Freischutz～』を外部参照

出来過ぎのパロディPV。まずタイトルが『魔弾～Der Freischutz～』。わざわざドイツ語の原題まで示すバカ丁寧さ。ウェーバーのオペラ『魔弾の射手』です。明らかに『魔弾の射手』からのいただき。

さらに輪をかけて意	2022-10-18
	18	[image: カルガモの親子]	カルガモの親子	北海道庁でカルガモの親子に遭遇しました。	2022-10-13
	19	[image: 衝撃、自動改札機が無い]	衝撃、自動改札機が無い	私はSuicaが万能だと思っていた。これさえあれば現金を持たずともどこへでも行けると。
しかし、上田駅には自動改札機が無かった。当然ICカードは使えず、私は人生で初めて駅員さんに切符を渡すという経験をした。上田市は長野県の中でも栄えている場所だと思っていたので、駅のアナログ具合に衝撃を受けた。
不便ではあるが、旅の風情が感じられる改札なので、これはこれで良いのかもしれない。	2022-10-13
	20	[image: 初投稿（授業のお試し）]	初投稿（授業のお試し）	授業で何か一つ投稿する、という事で、
バードウォッチングが趣味なので、コガモの寝ている写真を投稿しました。
背中の丸みが非常に可愛いです。	2022-10-13
	21	[image: [22/10/07]雨に濡れず上田から歌舞伎座へ]	[22/10/07]雨に濡れず上田から歌舞伎座へ	2022/10/07。久しぶりに東京へ。肌寒い雨降りの一日。特に東京は雨脚も強く、当初予定していた雨に濡れることが確実な国会図書館、国立公文書館行きを変更し歌舞伎座で歌舞伎鑑賞をしました。『祇園恋づくし』『釣女』の２本立て。楽しい演目でした。また久しぶりの歌舞伎座を堪能。

経路をふり返ると、新幹線で上田駅を発ち上野駅へ、地下鉄に乗り換え東銀座駅へ。東銀座駅は歌舞伎座に直結し、大雨の中、雨には濡れずに切符引取機でチケット発券。何の問題もなく歌舞伎を鑑賞しました。その後、東京オペラシティのある新宿の初台へ地下鉄で移動。しかも傘いらず。何という快楽かと思いました。

大雨でも傘不要で目的地へピンポイントで移動できる東京という都市環境の凄さを今さらながら実感しました。地下鉄による移動＝地下の移動	2022-10-09
	22	[image: 戸隠神社]	戸隠神社	2022/10/06

戸隠神社へ。
今回で訪れるのは3回目。1回目は天気のいい夏に。2回目は大雪の次の日に。そして3回目の今日はしとしとと雨が降っていた。

天気が違うだけでこんなにも雰囲気が違うのか。と驚いた。
少し湿った地面と杉の木に落ちる雨音が不思議な空間を演出していた。

1回目は大学の友達と来たな。2回目は小学校の友達と。と今までの思い出を振り返りながら。

そして、次は誰と来るんだろう。もしかしたら、これが最後かも。	2022-10-06
	23	[image: 糸島巡り]	糸島巡り	2022/09/15

バイト先の後輩と糸島巡り。

なんと、僕が何度も紹介した「ニーハオポンユー」で福岡にいるときはバイトをしている。

糸島市のドライブはお手のもの。
立体駐車場でよく彷徨っている私もマップなしであちこちを案内する事ができる。

不思議なモノで福岡市の人は糸島市がとんでもなく遠いと思いがち。（実際は車で30分）
知らないことで知らず知らずのうちに視野を狭めているのはよくありがちかもしれない。	2022-10-04
	24	[image: みんながマイサイトを投稿しない理由を寝ながら考える]	みんながマイサイトを投稿しない理由を寝ながら考える	最近気づいたのだがマイサイトを更新し続けているのは自分と前川先生がほとんどらしい。
みんな、結構投稿してると思っていたのでちょっと驚き。

やらない理由はよくわかる。
多分、「めんどくさいから」と「やる意味がわからない」というのが大きな理由だと思う。

まぁ、確かにめんどくさいかもしれない。私も更新することが楽しくてたまらない！というわけでもない。たまたま、人よりも文章を書くことが好きなだけかもしれない。

やる意味がわからない、というのもよくわかる。
そもそも、宿題や課題のようなやる意味があることすらやらないことがあるのに。マイサイトを更新するなら寝ながらYouTube見てた方が楽しいかもしれないし。

自分がそこそこ続けられている理由はなんだろうか、と考えてみたがうまくわからなかった。
	2022-09-29
	25	[image: ななの湯　【鳴神温泉】]	ななの湯　【鳴神温泉】	2022/09/14

鳴神温泉ななの湯へ。

私の家族がよく行く温泉の1つ。
場所は佐賀県唐津市と少し遠いが、
温泉・露天風呂・サウナ・水風呂・寝湯・外気浴・外の洗い場　と　休憩室(畳)と全てがそろっている。


今日の佐賀県の最高気温は32度と熱く、ぬるい露天風呂との相性が良かった。
サウナ後の水風呂の温度は20～22度。
キンキンに冷えた水風呂が好きな私は少し物足りなさも感じた。

普段はスマートフォンとパソコン。本を読む際も電子書籍がほとんど。
電子機器に囲まれた生活をしている私は温泉に浸かっているときが唯一電子機器と距離を置いている時間かもしれない。
ぼんやりと「後期は何をしよう」とか「次は青森に行きたいな」とか考えたりする。

サウナで整い疲れて
今日も早めに寝る。	2022-09-14
	26	[image: 海の見えるカフェ]	海の見えるカフェ	福岡にある海の見えるカフェで休憩。
なんで立ち寄ったのかも覚えていない……。

『Instagramができてから、カフェはメニュー以外に勝負する要素がたくさんできたなとふと思った。』
と日記には書いてあった。
自分が書いているのに全く覚えていないところがいつも不思議。

長野県諏訪市にも行きたいパン屋さんがあるため
長野県に戻ったら是非行かなければ。	2022-09-12
	27	[image: 草津アカデミー2022コンサートを聴く#1]	草津アカデミー2022コンサートを聴く#1	「草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル」を今年も聴きに行きました。今回は第42回、テーマは「ロッシーニ生誕230年～その時代のヨーロッパ」。
はあ、そうですか。
→草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル
聴きに行ったのは8/26(金)のプログラム「カリーン・アダム ヴァイオリン ・リサイタル　フランク＆コルンゴルトのソナタ」です。
草津でアルプホルンの演奏。まるでスイスのごとく。ホテルの送迎もあり。リゾート気分で温泉ばかりでなくコンサートまで堪能できるプチ贅沢の催しにもなっています。

＜曲目と演奏者＞
曲目
(1)コルンゴルト：ヴァイオリン・ソナタ ト長調 作品6
　K.アダム(Vn)、岡田博美(Pf)
(2)ベートーヴェン：セレナード 二長調 作品25
　K-H.シュッツ(Fl)、K.アダム(Vn)、般若佳子(Va)
	2022-08-27
	28	[image: 地域メディア活性化のための提案]	地域メディア活性化のための提案	地域情報メディア論の講義を受けて考えた、地域メディア活性化のための提案を、私の最終課題としてアウトプット化していきたいと思います。

はじめに、私が現在の地域メディアの課題として感じるのは、地域メディアは利用者が限定されてしまっているという点であると考えます。地域メディアという言葉を聞いて真っ先に思い浮かぶことは、そもそも興味をもちにくい媒体であるという事です。地域メディアの例としては地域資料館や市町村史がありますが、どれも元から地域に興味を持っている人や地域について調べようと思っている人の目にしか留まらない媒体であると感じます。地域と人とを繋ぐための媒体であるのに興味がある人しか利用しない、そういった意味で地域メディアは利用者が限定されていると思います。特にその傾向が強いの	2022-08-10
	29	[image: マルチメディア通信とは]	マルチメディア通信とは	　マルチメディア通信とはデジタル化された文字（ハイパーテキストという）や静止画、音声、動画などを全部まとめて扱う通信システムのことを言う。
　例で言えば会議で使うことの多いZoomや配信アプリYoutubeやミルダムなどが当たる。
従来のメディアと違い音声や動画機能が全てまとまっているため一種のマルチメディア完成形と言えるかもしれない。
　詳しいことが知りたい方は以下のURLへ!
https://edit.roaster.co.jp/business/3846/#index_id2	2022-07-28
	30	[image: マルチメディア機器とマルチメディア商品]	マルチメディア機器とマルチメディア商品	マルチメディア機器とはマルチメディアを実現できる機器のことを言い、マルチメディア商品とはマルチメディアの技術を採用した商品のことを言う。
　具体例で言うとPCやスマートフォンもこれに当たり、メニュー画面が付いている冷蔵庫や電子レンジなどもマルチメディア商品になる。
　複合的な機能を持つ商品・機器が年々登場している。
いつか冷蔵庫と電子レンジがくっついたり?そんな時代がくるかもしれない。	2022-07-28
	31	[image: マルチメディアシステムとは]	マルチメディアシステムとは	　マルチメディアシステムとは，複数の情報媒体によって集められたデータの情報を統合して処理ができるシステムのことである。
　主にこのシステムは現在では車に活用されており、カーナビなどの交通情報や、車の中でテレビ放送やラジオ放送が聴けるというのもこれに当たる。
　今では想像できないことが車の中でできる時代がくるかもしれない。
　詳しいことが知りたい方は以下のURLへ!
https://manual.toyota.jp/noah/2201/hev/ja_JP/contents/ygy1630974848430.php	2022-07-28
	32	[image: (5/23 5/30 ゼミ記録) 子供たちの成果物を読んでみて]	(5/23 5/30 ゼミ記録) 子供たちの成果物を読んでみて	*限定公開していた記事を一部修正し再度投稿した記事です。
開発ミーティングの最中話題に出た某小学校で使用されているd-commons.netの記事を閲覧した。
校内探検という触れ込みで、各々校内の好きな場所や不思議に思った場所を撮影し、撮影した理由や紹介を添えて投稿するという流れである。一般公開はされていない。

この調べ学習は、生徒達の好奇心や探求心を育むだけではなく、校内の姿をそのまま写真に残すことができるため、後輩達の学習の手助けになる事も学校の歴史や風景を学ぶ資料としても活用する事ができる。
生徒達の記事は読んでいてとても興味深く面白かったし、意義のある学習だと感じた。

一通り読み終えて、このデジタルマップに必要だと思った機能はコメント欄である。その理由として、

1、質問ができない
2、投	2022-07-26
	33	[image: 柳川市　【北原白秋　生家】]	柳川市　【北原白秋　生家】	2022/07/18

福岡県柳川市へ。
柳川市というとウナギと川下りと北原白秋。
柳川市には写真の通り北原白秋生家という建物があるが、北原白秋の生まれた土地は熊本県らしい。

私が北原白秋を知ったのは小学校高学年（だったはず？）。新詩社で与謝野鉄幹・晶子、石川啄木らとなにか書いている人というイメージしかないが名前はよく知っている。

驚いたことは、
一緒に柳川に来た友達二人が北原白秋のことを知らなかったと言うこと。
あ、もしかして意外と有名じゃないのかも。
と思った。	2022-07-20
	34	[image: 銀山温泉]	銀山温泉	2022.05.22～2022.05.24

山形県、銀山温泉へ。
珍しくお友達と4人での旅行。
この旅行、長野県上田市から山形県銀山温泉まで車で行った。

実は今回の車には裏話が…
なんと、この旅行私の愛車コペンではなくタフトで向かったのだ。レンタカー？と思うかもしれないがなんと代車‼️愛車コペンが車検の時期になり、その代車で旅行に向かった。本当は一日で車検が終わるのだが、
お店の人に
「燃費がいい車で旅行したいんですけど〜( *´꒳`* )」
と言ったら快く
「なら、3日間貸出予約しときますね！代車で、1番燃費のいい車をご用意させていただきます。」
と了解してくれた。
ということで、この旅行はコペンではなくタフト！
とても走りやすいし、車内は広いしいい車！(もちろん、コペンが1番良い車と思っている 笑)

話を銀山温泉に戻す	2022-07-10
	35	[image: 3国街道　塩澤宿【牧之通り】]	3国街道　塩澤宿【牧之通り】	秋山郷で少し奥まで行ってしまい、
同じルートで帰るのもな〜と思い地図を見ていると
「南魚沼」の文字が！
何故か知らないが「みなみうおぬま」の響きに惹かれ車で向かう。
何があるんだろ〜と、ワクワクしてとりあえず南魚沼中心地へ。すると、近くに【牧之通り】という街並みが！
夕方だったのでお店はほとんど閉まっていたが
古き良き街並みだなぁ〜と思い歩いていた。

しかし、少し疑問が。
古き良き街並みな感じはするが、新しすぎる。
建物を近くで見ても、
全くと言っていいほど劣化していない。
よく考えてみると、【牧之通り】は住宅街の中に急に一部分だけある。
調べてみると最近できたみたい。
元々、宿があったのだがそれを改修したよう。

あくまで自分の意見だが、
これから旅行先として需要があるのは
「ツク	2022-07-06
	36	[image: 秋山郷　【河原露天風呂】]	秋山郷　【河原露天風呂】	2022/07/03

秋山郷、切明温泉【河原露天風呂】へ。
秋山郷は長野三大秘境の1つで長野県と新潟県にまたがる地域。（長野県5地域、新潟県7地域）
上田から高速道路を使って、約2時間半ほどでついた。

今回のこの旅は、機会があり最近知り合った大学生のお友達と二人で行った。道中、長野三大秘境をすでに2つ回っているお友達の話は非常に面白かった。
この投稿からいくつか秋山郷の投稿をしていきたいと思う。

まずは、やはり温泉！！
というわけで切明温泉【河原露天風呂】!
名前の通り、川に温泉が流れていた。触ってみるとなんと適温！！！！！
しかも川の一部分のみが温泉であり、そのほかの場所は普通の川の水だった。

注目してほしいのは三枚目の写真。
苔がたくさん茂っている。その苔を剥がすと中から無数の気泡があふれでて	2022-07-05
	37	[image: 立科町散策③　【大庭遺跡】]	立科町散策③　【大庭遺跡】	2022/06/21（火）

立科町役場から少し歩いたところにある【大庭遺跡】へ。


長野県にきて驚いたことの1つは”縄文時代の遺跡が至るところにある”ということ。
小学校に縄文土器があったりして非常に面白い。


立科町にもその1つ大庭遺跡があると知り、訪れた。


行ってびっくり、
大庭遺跡は”古墳時代、奈良時代、平安時代わたる複合遺跡””とのこと。

縄文時代である約6500年前の竪穴式住居が17棟、墓が85基。
古墳時代～奈良平安時代である約1400年前の住居址18棟、高床式倉庫が1棟が検出されている。


この遺跡を見ていて考えたことは2点。

1点目は
このような貴重な複合遺跡がなぜ全国的に、いや長野県内にすら知られていないのか。
もしかしたら、私が知らないだけかも知らない。
が、少なくとも周りにいた上田市民の知	2022-06-21
	38	[image: 7年ぶり…違う8年ぶりだ！]	7年ぶり…違う8年ぶりだ！	善光寺の御開帳へ行ってきました。
平日の昼間にも関わらずとにかく人が多い人が多い。

7年に1度行われる御開帳ですが、コロナウイルス感染拡大の影響を受け、昨年度は開催されませんでした。

東京オリンピックも延期され、御開帳も御柱も延期され…
世界が下を見ている日が長く続いたように感じますが、段々上を見上げる人が増えてきたように感じます。

御開帳の柱がこれだけ高く、また大きいのも、「みんなに上を向いていてほしい」と思っているのかもしれないと思いました。	2022-06-08
	39	[image: 前川ゼミ／藤本蚕業の史料を手にする2022/05/23]	前川ゼミ／藤本蚕業の史料を手にする2022/05/23	前川ゼミの藤本蚕業プロジェクト。前回5/12の視察に続き、この日5/23は、藤本蚕業歴史館の所蔵史料を手にして、史料がどのようなものなのか、学生たちから見てどのように関心を持ちうる情報源となるのかを検証しました。

全く予備知識なく初めて触れる「史料」。しかもランダムに選択。それぞれ手にした史料が何物かを物語ってきました。学生Ａ君はそこに記された金額。その時代背景と貨幣価値、そこで行われている取引の活動が垣間見えてきました。学生Ｂ君は生命保険の記録。学生Ｃ君は「奄美大島支場」と記された史料。なぜ蚕種の会社が遠く離れた奄美大島に支場があるのか。

難しいどころか、タイムカプセルから出てきた数十年前の世界が今目の前にいきなり現れてきたという感じです。	2022-06-05
	40	[image: 所沢でAlice Sara Ottを聴く]	所沢でAlice Sara Ottを聴く	コロナ禍で長い間、コンサートが数少なく海外アーティストの来日公演も先送りされてきました。ピアニストのAlice Sara Ott（アリス＝紗良・オット）が久しぶりに日本公演ツアーをすることを知り、5/28(日)、所沢のコンサートホール、ミューズを訪れました。

★所沢市民文化センターミューズ https://www.muse-tokorozawa.or.jp/ 

所沢とはこれまで意外に縁がなく、そもそも訪れることが初めてです。そしてミューズを訪れてみて正直びっくりです。ミューズは大ホール、中ホール、小ホールを備えています。大ホールは2000席の規模。人口34万人規模の都市の文化施設としては立派な上、Sara Ottだけでなく、クラシックコンサート、古典芸能の上演などが催されています。これだけの催しがあるこ	2022-06-05
	41	[image: 所沢航空発祥記念館]	所沢航空発祥記念館	所沢航空発祥記念館を訪れました。航空マニアの少年少女にとってはたまらないほどに面白い施設なのではないだろうかと思いました。日曜日、多くの子どもたちが訪れていました。父親よりは母親同伴が多い。女の子もいるけれども総じて男の子が多い。

とは言え、あまり航空機にインタレストがない私には正直なところ、面白がりようがない、というのが正直な感想です。妙に冷めた感じで館内を見学してまわりました。インタレストがないとはこういうことか、という得難い体験をさせてもらったという感じです。

★所沢航空発祥記念館 https://tam-web.jsf.or.jp/

開館は1993年とのこと。かれこれ30年近くが経過したことになります。この後訪れた角川武蔵野ミュージアムも同じミュージアムな	2022-06-05
	42	[image: 角川武蔵野ミュージアム、ミュージアム概念の革新]	角川武蔵野ミュージアム、ミュージアム概念の革新	★角川武蔵野ミュージアム https://kadcul.com/

角川武蔵野ミュージアム（所沢市）には心地よくインスパイア―されました。社会のデジタル化が進み、社会が知識循環型に大きくパラダイムシフトしつつある現代において日本ではその兆しすら見えにくいというのが実情です。そのような現代において、思うように進まないМLＡ(Museum, Library, Archives)連携をいとも簡単に乗り越え、しかも古臭い施設の既成概念をひきずることなく、誰もが知的に楽しめる、そして親しめる新しいタイプのミュージアムを具現化しています。見事というしかありません。

産業の斜陽化が止めようがない出版業界の雄でもあるKADOKAWAが世界の知識体系・知識環境がデジタル化により否応なしに再編されつつあるアートや文化のコンテン	2022-06-05
	43	[image: 初めてのギフトショップ]	初めてのギフトショップ	ギフトショップという店があることを初めて知った。その感動を残しておきたくて。
カタログギフトにタオルセットといった定番の贈り物から、上田織物の小物やコーヒー豆といった少し変わった贈り物まで扱っていた。
いつか、贈り物をするときはここでお世話になるかもしれない。	2022-05-08
	44	[image: 立石公園からの眺め]	立石公園からの眺め	これは地元、岡谷市にある立石公園からの眺めです。諏訪湖が一面に見渡せます。そういえば、映画「君の名は」の糸守湖のモデルはこの諏訪湖と言われています。ここから見比べるとそっくりかもしれませんね。写真はありませんが、夜景はもっと綺麗です。	2022-05-10
	45	[image: 桐原牧神社]	桐原牧神社	大通りに隣接する神社で、境内には神馬像があります。桐原牧神社は藁で作った馬を参拝者に抽選で配布しています。また、この藁馬は市選定保存技術となっています。大通りに隣接しているのに、この神社の存在に気づきませんでした。地元でも「知る人ぞ知る」といった場所かもしれません。	2022-05-10
	46	[image: 『埋もれた歴史』自費出版の労作]	『埋もれた歴史』自費出版の労作	今から３年ぐらい前になるのかな？
ふだんは翻訳のお仕事をされている東郷えりかさんが歴史の探求で上田市に来られてその時にお話をお聞きし、上田市教育委員会にご案内しました。その探究成果を『埋もれた歴史』という書籍にまとめられました。それが２年前の2020年です。

書籍の表紙の写真にご注目ください。馬に乗る人物が最後の上田藩主松平忠礼です。その傍に佇む方が東郷さんの高祖父の方になります。この方は「門倉伝次郎[LINK]」です。『上田市史・下巻[LINK]』(1940年、1238～1239頁)に記されています。

幕末、上田藩上屋敷は隅田川に面した浅草瓦町、幕府の御蔵のすぐ隣にありました（「	2022-05-08
	47	[image: ハリツケザイク]	ハリツケザイク	こちらは９番目のハリツケザイク
大正４年１０月５日印刷、８日発行で１１月にも再版されています。
こちらも角源泉氏の寄贈、写真がありますので、もしかしたら保管されているもの全部なのかもしれません。こちらも発行後１か月以内に寄贈されています。	2022-02-28
	48	[image: 縫い取りと紐結び]	縫い取りと紐結び	こちらは７番目の縫い取りと紐結び
大正４年８月１８日印刷２２日発行、１０月に再版されています。
表紙が欠落しているのか、上製本の表紙が付けられています。実物は薄い冊子なので、この背表紙がどうついているのか？と思うのですが、実物は２か所を糸で綴じたものだったので、扱いによってはすぐにばらけてしまうかもしれません。この号は、裁縫をする女子向けに作ったと明言されています。水引などに使われるアワジ結びや蝶結びなどと、縫い取りとは刺繍の図案でしょうか？冒頭にも少し縫い方の説明もあります。花粉のように細かい縫い目でという記述にちょっと驚きます。幾何学的な模様やきのこなどのカワイイパターンなどが交互に掲載されています。	2022-02-28
	49	[image: 最初に手にできたカミオリモノ]	最初に手にできたカミオリモノ	鈴木志津衛＝江南と確信が持てた頃、以前からネットで知ったカミオリモノの関係者？の方を訪ねた。
岡村康裕さんは、兵庫県伊丹市在住のオリガミやキリガミを極めている方。ご近所の蔵からでてきたカミオリモノの古書を残したいと忠実に復刻されたのだとか。評判を呼んで、国会図書館にも収蔵されています。
なにかわかるかもと折り紙教室にまで押しかけて事情を説明したところ、たまたまみつけただけで、著作権はなさそうなので復刻させてもらったと教えていただきました。残っていた貴重な１冊をお譲りいただくことができました。復刻判でしたが、初めて色のついた冊子を手にできた時は感激でした。このようなご縁のある方が隣の市に住んでいらっしゃるのも何かの縁かなと感じました。	2022-02-25
	50	[image: 検索でわかること]	検索でわかること	江南＝志津衛の確信が持てたのは、昔の信濃教育会という書籍の検索で見つかったからです。長野県は教育熱心な土地なのでしょう。記録がしっかり残っています。こちらは、検索結果ですが、参観日について記述したもののようです。ここにはっきり在上田の鈴木江南の名前が記されています。
鈴木姓は日本でも多いため、同姓同名なのかも確信がもてていませんでしたが、さすがに上田限定だと他にいないでしょう。
他にも算術についての考察など、全文確認できるものなど、教育に関する記述があります。この文献についても、いつか機会を設けて確認したいと思います。	2022-02-24
	51	[image: 書物とインターネット]	書物とインターネット	何度か御参りしている時に、戒名にある”江南”ってなに？京城と関係があるのかな？と思い、なぜか鈴木江南と検索してみると、一つのブログ記事にたどり着きました。
これが大きなきっかけになりました。作家で古書収集がご趣味だった黒岩比佐子さんの古書の森という収集した古書について説明とコメントを書かれたものの一つがヒットしたのです。子ども向けの教材のようなものでした。小学校の先生をしていたことはわかっていましたが、そんなものを作っていたということは聞いていないし、教材は東京の京橋区あたりで出版されています。今の距離感から考えても、一致するとはいいがたい。ただ
教材の中には当時の戦争の色や仁川など韓国にある地名などの記述もあり、それっぽい。確信が持てないまま時間が過ぎました。黒岩さんにも直	2022-02-21
	52	[image: 上田とのつながり]	上田とのつながり	お墓は、上田駅から歩いて２０分ばかりにある呈蓮寺さんにあります。曾祖父の代から上田を離れているので、全く縁はありませんでした。ただ本籍地が長野県にあるということぐらい。母が父と結婚する時に、京都から身上調査的なつもりで、祖母と上田に来たことがあったそうです。もう６０年ほど前のこと、関西から長野って今でも距離感ありますが、そんな時代によくもまあ！と思います。どなたかに、会ってそこのおうちの方なら大丈夫みたいな（なんの太鼓判やねん？と突っ込みたくなりますが・・・）ことを聞いて帰ってきたようです。
私が学生の頃、父が車で大事故を起こしたり、（車が丈夫だったため無傷でした）経営している印刷会社の業績が厳しくなった時期がありました。アルバイト先の方に紹介していただいた占い師の方に観て	2022-02-21
	53	[image: 自力で、ファミリーヒストリー]	自力で、ファミリーヒストリー	人物伝に、曾祖父志津衛は、上田の士族、鈴木幸蔵の次男とあります。兄は平吉さん。こちらが本家筋になります。外地で殉職して、引き揚げてきたため、志津衛の墓石は、本家の隣に置かせていただいています。そこには古いご先祖様方の墓石があり、三太夫重明、彦三郎重義、重直、六郎衛門頼母などの名前が読み取れます。これら検索して行くと、静岡あたりにつながるようなのですが、どうなのでしょう？上田にはたくさん古地図が残っていてアーカイブ化されていますね。街中にも掲示されているものがあります。どれどれと探していると、鈴木姓がいくつか見つかりました。助之進という方は娘が殿様に嫁入りされたような・・・
昨日、上田にお邪魔した際に、再度その地図を確認したところ市役所に隣接している場所に、鈴木平太左衛門とい	2022-02-21
	54	[image: 後編・鹿教湯八景]	後編・鹿教湯八景	鹿教湯八景には色々な名所が出てきます。
文殊堂、五台橋、笠岩、月見堂。
実際にある場所です。
そこにどんな話があるのか、素晴らしさがあるのかも
紹介されています。
歌詞は前編と後編の写真になっています。
歌だけでなく踊りもあります。	2022-02-19
	55	[image: 信州上田学を通して]	信州上田学を通して	　信州上田学は上田市について詳しく調べるきっかけとなった。他人と友人が全然違うように、よく知っているということは愛着に繋がった。
　私はサントミューゼについて探求して、サントミューゼが更に好きになった。色々な工夫や理念、ルーツが共感できたり、面白いと感じたりしたからだ。次、訪れる時には調べる前と違う視点で楽しめると思う。
　信州上田学を通して、情報を夢中で探すことの楽しさに気づけた。インターネットで検索すれば、無料で簡単に手に入るからこそ、情報の価値に気づけていなかったように思う。実際にまち歩きをしたり、図書館や資料館を訪れたりして、自分の足をつかって・お金を払って情報を得るということが新鮮で面白く、重要だと感じた。
　この投稿のように、ネット上に誰もがアクセスできるように情	2022-02-15
	56	[image: 姥捨山伝説]	姥捨山伝説	まず最初に紹介するのは、姥捨山伝説です。
内容を簡単に説明します。
親思いの息子と母親が貧しいながらも楽しく暮らしたところ、不作のため60歳の者は捨てるような命令が出ました。息子は泣きながらも母親を捨てようとしましたが、そんな時でも息子の帰り道を心配する母親を捨てれませんでした。
何日後か、村に「灰の縄をなってみよ、そうすれば望みの物を取らせる」というお触れが届きました。息子含めた村人誰もが出来なかったところ、息子が母親に聞いたところ、見事な灰の縄が出来ました。それを天下様に持って行ったところ、たくさんの褒美がもらえました。
天下様はさらに難しい問題を出しましたが、母親はそれも解き、天下様からさらに褒美をもらえました。
さらに難しい問題も出されましたが、それすらも母親は解きました	2022-02-09
	57	[image: 食生活（『西塩田青年団報』第4号（1946年11月25日）2頁）]	食生活（『西塩田青年団報』第4号（1946年11月25日）2頁）	見出しに惹かれ読むと、想像より重い内容であった。私の本来のテーマからは少しばかり脱線しているかもしれないが、紹介させていただく。

敗戦にからめ、「武士は食わねど高楊枝」「腹が減っては戦ができぬ」といういわば真逆ともいえる二つのことわざに言及し、食の大切さを語る。

人間らしさとは何かを問うこの文章からは何とも言えない悲壮感が伝わってくる。敗戦後1年3ヶ月ほど経過した段階では、相変わらぬ絶望感がまだ日本中に漂っていたのだろう。


▼資料出典元
#964 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)2頁	2022-02-09
	58	[image: なにを飼うの!?　養狸の将来性と品種の選択について(『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁)]	なにを飼うの!?　養狸の将来性と品種の選択について(『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁)	　現在ではペットとして犬や猫などが主流である。ただこの記事では狸の飼育の重要性が書かれている。少しフォルムとしては犬に近いかもしれないが現代だったらとても違和感がある。
　自分で飼うペットはかわいいが、人さまに迷惑のかからないように。くれぐれも飼っている方はご注意を。

出典元：
　『西塩田時報』第184号(1939年3月1日)2頁	2022-02-09
	59	[image: 郷土料理]	郷土料理	　佐久鯉について調べましたが、実際に食卓に並んでいた料理の一部を紹介します。

①鯉こく
　鯉こくとは、鯉をぶつ切りにして味噌で煮込む簡単な料理で、地域や家庭により砂糖や山椒を入れる家庭や、調理法に関しては鱗を取らずに調理する過程もあります。

②鯉の洗い
　名前だけではピンと来ないかもしれないが、鯉の洗いとは刺身である。川魚を刺身で食べるのは大変珍しく、新鮮な鯉を扱うことが出来る佐久市ならではの料理であると言える。	2022-02-08
	60	[image: 観光地図について]	観光地図について	「大洗町に訪れる観光客がどのようなルートを通って観光するのか」について調査する方法の一つとして、大洗町の地図に着目しました。

写真は大洗駅前の地図になります。

この地図を見て旅の計画を立てる観光客も多いでしょう。
そう考えるとこの地図が非常に偉大なものに見えてきました。

このようなことを考えていましたが、それと同時に、地図には柔軟性が必要であるなと感じました。つまり、容易に変更点を追加できることです。やはり町内の環境といえど変わりゆくものです。そうなればその変化に合わせて変更を加えていくことは必須でしょう。その地に詳しくない観光客への案内ならなおさらです。

それはやはり、インターネト上での地図でしょう。

これからは駅前には地図と一緒に地図のQRコードが掲示され、それを読み込	2022-02-08
	61	[image: 越屋根]	越屋根	越屋根という二階建ての建物があり、これは蚕を育てていたいという特色である。越屋根は換気や光を取り込むために作られた。蚕糸業が盛んだった上塩尻、下塩尻、秋和にはこの越屋根の建物が、多く残っている。その地域が蚕を育てていたという特徴が見て分かるので見つけてみると面白いかもしれない。

「参考文献」https://d-commons.net/uedagaku/detail.php?c=17&p=4661

https://ueda-navi.jp/hokkoku-kaido/spot/public/992	2022-02-08
	62	[image: ワカモノLABO@上田―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介④]	ワカモノLABO@上田―長大サミット2021発表団体/登壇者紹介④	▼発表動画
https://youtu.be/VR3TfoZnqbs?t=1013

若者、女性、この地に魅力を感じて移住した人たちが自由な発想で色々なことに挑戦できる場づくりを目標に活動する団体。地域と協力しながら地域貢献を進めている。

	Instagram：https://instagram.com/wakamonolabo.ueda?igshid=joamct790p78

	2022-02-04
	63	[image: 6.若者に蚕を知ってもらうには]	6.若者に蚕を知ってもらうには	これまで蚕について様々なトピックを紹介してきましたが、蚕糸業の衰退を止めるためには若者の力が必要不可欠です。

若者に蚕を知ってもらうための策を幾つか考えました。

5の記事で紹介した蚕糸を使ったアートを通して蚕を知ってもらう策。

近年、SNSの普及に伴い若者の影響力が絶大的な権限を得ています。日本の世の中の流行は若者のスマホの中から始まっていて、何気ない投稿がその年の流行を決めるとも言われています。

SNSに蚕を使ったアートを載せたり、アリオやサントミューゼなどの大型施設で展示会をするなど人の目に触れさせるようにしなければならないと感じました。

蚕の飼育を流行にする案。

蚕という虫は品種改良されたため、人の管理がないと生きられません。そのデメリットを逆手にとって若い人が蚕を飼育しや	2022-02-03
	64	[image: 塩田平と塩沢を比較して]	塩田平と塩沢を比較して	塩田平と塩沢を比較して、もともと塩田、塩沢がもつ地形や気候などが農業、工業に影響していることがわかった。特に農業は塩田には、気候に影響されたため池灌漑があったり、塩沢には豪雪地帯であることを利用した豊富な水資源の利用がある事がわかった。
この比較をすることで、塩田についてさらに深く知ることができ、どのような環境が住んでいる人にどのような影響を与えているかを知れてよかった。	2022-02-02
	65	[image: 北の入池]	北の入池	この池を最初訪れた際に初めに気付いたことは、水位がとても少ないことだ。この特徴は多くの溜池に見られる特徴で、おそらく冬季は降水量が少ないことが関係していると思われる。
ため池の推移が少ないということは野鳥の生活にも影響を与えていたと考える。写真にはアオサギが魚を獲って食べているシーンが写されているが、水の量が少なくなり魚の隠れ家が少なくなってきて魚がどんどんと捕獲しやすくなり、それをアオサギが食べに来ていると考えた。
このように時期によって野鳥の生活が変わるのも野鳥観察の面白さだ。

観察できた野鳥
・アオサギ
・カワウ
・カルガモ
・ハクセキレイ
・ダイサギ	2022-02-01
	66	[image: 西塩田の耕作地]	西塩田の耕作地	耕作地のビニールハウス近くにワラやイネが干してある所があり、そこにスズメの群れが集まって米をついばんでいた。夏は山や森に虫や新芽など餌が豊富にあるためあまり頻繁には人里に降りてこないが、冬になると事情は違ってくる。虫もおらず木々の葉が枯れた冬は鳥たちにとっても過酷で、餌を探すために人里の身近な所まで降りてくる。今回のように農家が残したコメなどを食べにくるという例は、厳しい冬を生き抜く野鳥の人間への適応の良い例だと思った。
スズメはたくさんいるように見えるが実は数が減少傾向にある野鳥だ。このような景色はもしかしたら数十年後には見られなくなるかもしれない。

観察した野鳥
・スズメ
・ツグミ	2022-02-01
	67	[image: 井上農村公園隣のため池]	井上農村公園隣のため池	井上農村公園隣のため池には複数種類のカモがおり、中でも上田ではあまり見ないオナガガモが観察できることが特徴的だった。この時は雪が少々降っていて、雪が少しカモの背中に積もっているのが風情あって美しかった。
池の面積は他のため池と比べても大きい方だったが、水鳥はオナガガモ２羽しかいなかった。理由はアシハラなどは生えておらず、縁もコンクリートで覆われている部分が多かったため栄養が少なかったと考察した。

観察した野鳥
・オナガガモ
・ハクセキレイ
・ハシブトガラス
　　	2022-02-01
	68	[image: 7　総括]	7　総括	今回私は、地元である旧・坂井村が戦時中にどのような影響を受けたのか、村誌を中心に紐解いていった。
まず第一に、これまでに自分の出身地について調べるために村誌を読んだり、自分の地域と戦争を絡めて当時のことを考えた経験があまりなかったため、今回調べたことで新たに知った内容がとても多かった。そのなかの大きな一つが松根油の採取だ。

私の祖母も戦争を経験している世代で、隣接している麻績村で育った。当時の状況や、今の自分と同じ年代のころに何を体験し、何を考えていたのか、知りたいと強く思うきっかけとなった。
今の私たち学生世代は、戦争についてやはり遠い存在に感じている面がある。私は今回、地元と絡めて戦争を見たことで、今まで以上に当時の状況や出来事に興味や関心を抱いたし、何より戦時中の生活	2022-01-29
	69	[image: 6　松根油の生産について]	6　松根油の生産について	画像は「長崎ディープブログ「長崎街道11～松並木と松根油と」」から転載
http://blog.nadeg.jp/?eid=43&imageviewerℑ=20171028_726412.jpg

年表・数字からひもといた中で、特に「航空燃料用の松根油」の生産に関して注目したいと感じた。

興味を感じた理由は下記の二つである。
①自分の生まれ育った地域、しかも長野県の山の中で航空機の燃料を作っていたことを全く知らなかった。日本の山奥で航空燃料を生産するに至るまでに、どのような経緯があったのか調べたい。

②のちに記すが、坂井村誌内の記述によると、私の実家の近く、小学校の通学路の橋の袂で生産を行っていたらしい。そのためより身近に感じた。

村誌内の記述

下記は坂井村誌内に記述されている、松根油に関する記述である。
--------------------
松根油
昭和20年に入ると、松根	2022-01-29
	70	[image: ため池がもたらしたもの]	ため池がもたらしたもの	塩田平のため池は、平安時代の条里制の地割りが残っているため、平安時代からため池があったことが推測されますが、史料が残っていません。そこから、江戸時代から盛んに開発がされました。すると、ため池を得た塩田平の農地は、生産量を伸ばし、結果として、上田藩の約半分を占める石高を残し、「塩田3万石」ともいわれるようになりました。それらは今でも塩田を潤しています。

参考:ため池のれきし-信州上田|塩田の里|とっこ館	2022-01-26
	71	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	72	[image: 鹿教湯温泉の生まれと発展]	鹿教湯温泉の生まれと発展	成り立ち
一応近くの小学校で鹿教湯温泉について勉強したり
地域の方から話を聞いたりするのですが
最初に僕が教えられてきた歴史としては

狩人が鹿を追いかける→鹿の足に矢が当たる→逃げた鹿を追いかけ続けたところ温泉とそこに入っている鹿を発見する→入ってみたら狩人のケガも治る

といったざっとした歴史というか言い伝えでしたが
信心深い狩人に鹿に化けた文殊菩薩が温泉の場所を教えたという言い伝えが詳しい言い伝えのようです。
小さいときの僕は
「なんでケガさせてきた相手に優しくするんだ？」
と不思議でしたが、ちゃんとした理由があって納得出来て良かったです。

発展
昔も昔は旅人が立ち寄り泊まる場所として、
そして温泉を目当てに来る旅人に宿を提供して発展していったと伝えられました。
今ではトンネ	2022-01-26
	73	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	74	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	75	[image: 小さな竜？]	小さな竜？	北向観音の参道にある小さな竜。実はここから出る温泉は飲むことが出来るんです！訪れたときはあまり出ていませんでしたが、皆さんが行くときには出ているかも？ぜひ見つけてみてください。	2022-01-26
	76	[image: 富士山？]	富士山？	太郎山は富士山が見える山というので、実際に見える場所に行きました。正直富士山が見えると分かっていないと見えなかったと思います。一応富士山らしきものは撮りました。時期や天気が悪かったのかもしれません。	2021-12-22
	77	[image: 上田自然運動公園]	上田自然運動公園	上田自然運動公園には体育館プールを中心に、マレットゴルフ場アーチェリー場がある。周囲は四季折々の鮮やかな顔を見せてくれる。敷地内にはひょうたん池という小さな池があり、コガモやカルガモなどの数種類の水鳥が生息していた。コガモは水中に顔をつけながらぐるぐると回り食事をしていて愛らしかった。長野大学からも近いため水鳥を見たい方は行けば愛らしい水鳥の姿が観察できるだろう。	2021-12-22
	78	[image: おおぼし]	おおぼし	　長野県のラーメン専門店である「おおぼし」。信州ラーメン四天王と言われているらしい。

　私は「おおぼし」一番人気の「ばりこて白」を注文。豚骨ベースで背油がたっぷり浮いていて、「これは後々きつくなるかも」と思ったのだが、スープを飲むとそんなことはなく、あっさりとしていて飲み干すのは余裕なほど。麺はかなりもちもちし、のど越しもよく、こってりとしたスープがよく絡む。

　ラーメン四天王と言われるだけのことはあるので、ぜひ来店してみてほしい。	2021-12-21
	79	[image: キャラクターがいると魅力的に感じる]	キャラクターがいると魅力的に感じる	別所線のキャラクターの｢北条まどか｣さんってちゃんとストーリーがあるみたいですね。僕は最初見たとき、あんまり言い方は良くないと思うんですけど看板として使われてる存在なのかなって思いました。

でもちゃんと調べてみるとしっかり練られたストーリーと立ち位置があるみたいですね。
長いのでここでは割愛しますがウェブで見られる絵本的なものもあるみたいですよ。

さて、このようなキャラクターがいることでどのような効果があるか。一瞬は目をとめますよね。さらに、ちょっと調べてみようってなったらその地域資源についても触れるきっかけになりますよね。そうやって輪を広げていくための役割を担えるのがキャラクターだと思っています。

ただ、ちょっと残念だなと思ったのが物語に触れるきっかけがあんまし見当たら	2021-12-15
	80	[image: 人が集まれる大きな施設]	人が集まれる大きな施設	突然なんですけどサントミューゼってすごいいいですよね
なんでかっていうと、入学式だったりで人を大勢入れられるキャパシティがあるから。

僕も入学式と講義で何度かお邪魔させていただいたんですが、大ホールの他にスタジオだったり練習室だったりいくつも部屋があるんですよね
しかも美術館も併設されてるから何度行っても飽きることが無い場所ですよね

集まれる場所って、一体感が生まれたり、そこを中心に網が広げるみたいなことが出来る｢拠点｣的な役割を果たしてくれると私は考えているので、地域資源の中で実は｢建造物｣っていうカテゴリでくくるなら城とかよりも重要な位置づけにあるんじゃないのかなって最近は思ってますね。	2021-12-15
	81	[image: 柳町]	柳町	市街地に突如として現れる、古風な街並み。北国街道柳町です。歴史を感じる建物が連なるこの通りは実はグルメストリート。どのお店も派手な看板があるわけではありませんが、ゆっくり歩いて、自分で素敵なお店を探し出すのも楽しいかもしれません。	2021-12-03
	82	[image: 『衛星メモ』（『塩田田時報』第15号（1948年5月25日）1頁）]	『衛星メモ』（『塩田田時報』第15号（1948年5月25日）1頁）	本記事では家庭の雑学のようなものがいくつか取り上げられている。

現代なら検索すればすぐに得られるような知識であるが、当時の人々からはこういった豆知識のようなものが重要だったのかもしれない。

▼この記事は以下から参照できます。
#1015 『西塩田時報[戦後]』第15号(1948年5月25日)1頁	2021-12-14
	83	[image: 卒業生名簿(『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁)]	卒業生名簿(『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁)	この記事は、当時の卒業生の名前が書かれており、しかもフルネームである。
現代の学校では名簿を世間に出すことさえも厳重な取り扱いを求められているが、この時代には時報に載っている。

個人情報保護などは考えられていなかった時代ならではの記事で面白いと思った。

▼この記事は以下から参照できます
#1124 『西塩田公報』第47号(1951年3月10日)2頁	2021-12-14
	84	[image: 禁酒（『西塩田時報』第１号（1923年7月1日）4頁）]	禁酒（『西塩田時報』第１号（1923年7月1日）4頁）	「禁酒」という分かりやすいタイトルのもとに、健康のために禁酒をしましょう的な真面目な勧告文が書かれているかと思えば、今でいうラップのように韻を踏んでいる唄なのである。内容は禁酒を進めるものであるのだが、酒飲みをこれでもかとディスっている。ふざけているように見えるが、実際に堅苦しい文章よりも読み進めやすく、タイトルもデカデカと「禁酒」の2文字で目に留まりやすい。意外と考えられている記事なのかもしれない。

▼元記事はこちら
　https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0004.jpg	2021-12-14
	85	[image: 農村の若人に（一）（『西塩田時報』第121号(1933年12月1日)4頁）]	農村の若人に（一）（『西塩田時報』第121号(1933年12月1日)4頁）	この文章は、匿名のYさんから農村の若者に向けた物である。
世界は戦争や疫病により、落ちぶれてしまっている。世界では資本主義や社会主義、科学を主体とする思想も広がっている。日本もそれを色々と真似ようとしているが、執筆者から見たら、立派な青年（日本）が不良な青年（外国）と遊んでいて悪い癖を覚えさせられているように感じられているそうだ。現に世界恐慌の際、労働者と資本家も苦しんでいる中で、大資本家や国際的な資本家は卑しく笑っていた。また、人間は自ら見つけた科学を全力で成長させてきた。その科学は完全に人間の上に立ち、一切の指令権を持つようになり、人間は科学に職を追われ科学の犠牲になりつつある。歴史ある美しき日本を守れ。そして、大和魂を持って世界を再生することが使命である。

ある程度理解	2021-12-12
	86	[image: 上田紬を学ぶ⑥]	上田紬を学ぶ⑥	着物を着る機会が減った今、上田紬だけでなく着物業界全体が厳しい状況にあります。お土産用の小物制作やワークショップだけでは収入につなげることも普及することも難しいのが現状です。藤本つむぎ工房の佐藤さんは、この現状を打破すべく着物の着方のイメージを変えていく必要があると言います。昔のものが現代人の体型に合わないこともあるため、現代風に少し着崩してみたり、様々な紬を組み合わせてリメイクしたりといった工夫でもっと紬が日常的なものにすることが、上田紬が生き残る活路になるかもしれないとおっしゃっていました。
写真は今回取材させていただいた藤本つむぎ工房さんです。	2021-11-15
	87	[image: 実家から]	実家から	一応地区コードに他県の欄が合ったので、テーマとの関連性も考えて実家からの写真を載せときます。5月の、しかも姉が撮りました。山に囲まれてて田んぼがあったら大体地元と似てます。	2021-11-15
	88	[image: 映画のワンシーンに出てきそう！]	映画のワンシーンに出てきそう！	上田市大手にある上田市新参町教会。赤色の尖がった屋根を持った白い木造の建物。上田の映画ロケ地がまとめられた本で知り、レトロな少し哀愁を感じるような見た目に惹かれて、実際に行ってみた。上田には映画のロケ地となった場所がたくさんある。ロケ地を巡ってみるのも上田の楽しみ方の1つかもしれない。	2021-11-15
	89	[image: 手洗池のシジュウカラ]	手洗池のシジュウカラ	手洗池には水があまり溜まっておらず、水鳥はカルガモしか観察できなかった。
池の側にある林道を歩いて見るとシジュウカラとメジロの混群が現れた。

また、水の量だけ見ればカモ類などの水鳥は少しくらいは生活できそうに見えたが、水草がほとんど見られなかったため、水鳥が見られなかった原因は水の量ではなく水草の欠如による餌不足かもしれないと考察した。	2021-11-15
	90	[image: 山田池のオオバン]	山田池のオオバン	山田池には多数のオオバンが湖面に浮いていた。オオバンは水かきがあまり発達しておらず泳ぐのがあまり得意でない。
水の上を移動する際に頭をせっせと動かしながらがんばって移動している姿がとても可愛らしかった。

山田池にも枯れた水草などがところどころで見られて、オオバンの他にカモ類が多く見られた。水鳥が集まる条件の一つとして、水草などがあるというものが多いと考えられる。訪れたため池の中で水鳥が多い池には水草が生えていたという共通点があった。	2021-11-15
	91	[image: 舌喰池のマガモ]	舌喰池のマガモ	舌喰池にはたくさんの種類のカモが居たが、その中でも一際目立っていたのがマガモだ。
マガモは太陽の光の当たる角度により様々な色に輝く非常に綺麗なカモで、舌喰池に訪れた際は見ておきたいカモの一種だ。

舌喰池には夏になるとハスがたくさん植えられており、一面がハスで覆われるくらいになる。そのハスが冬になると枯れて、水の中に溶けるとカモなどの水鳥がそれを食べているところが観察できた。	2021-11-15
	92	[image: 下之郷駅前]	下之郷駅前	一本道があるだけだった。コンビニが立つようなのでもう少し便利にはなると思うが、娯楽が全くないので需要は高いかもしれない。	2021-11-15
	93	[image: これはなんでしょう？]	これはなんでしょう？	この石みたいな物体はなんでしょう。
正解は牛さんのうんち。
美ヶ原では牛さんが放牧されている時期があるので、いたるところにうんちがゴロゴロと。
放牧時期には間近でかわいい牛さんやポニーが見られる。
運が良ければ目の前でぶりぶりしてくれるかも...?
実際に目の前にするとなかなかシュールで面白いので、放牧時期に足を運んでみてはいかがでしょうか。	2021-11-12
	94	[image: 美ケ原高原美術館]	美ケ原高原美術館	今日の最終目標地点、美ヶ原高原美術館へ到着。
道の駅としても有名である。
気温は０℃。さむい。加えて体がもっていかれるほどの強風が吹いていて寒さが倍増。
ご飯を食べていこうと思っていたが、今年はもう終わりみたいで断念。
それでも上田を見下ろせる景色は綺麗で、心を奪われた。
暖かい時期などはドライブで寄る人も多く、車がある方は寄ってみるといいかもしれない。	2021-11-11
	95	[image: 上田の道路と環境の関わり]	上田の道路と環境の関わり	上田駅から長野大学の道のりで道路と環境が関わることを探してみた。

1枚目の上田駅温泉口近くの写真は普段何気なく見る街路樹の写真である。街路樹には、景観を向上させるメリットや車の排気ガス・騒音などを緩和させる役割、更には夏の強い日差しを和らげるなど沿道の環境を良好に保つメリットがある。また、他にも街路樹があることで道の曲がり方などが分かりやすくなるため、ドライバーの視線誘導にも役立っているとのことである。

２枚目の写真は千曲川の両脇の土手沿いの写真である。土手(堤防)はこの場合川の氾濫を抑え込む役割であるが、その他にも交通渋滞の緩和を促す役割もあり渋滞緩和から排気ガスの充満も減少させることが出来る。

３枚目の写真は別所線の城下駅から赤坂上駅付近の道路の写真であり、電線の地中化が	2021-11-15
	96	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	97	[image: 5月24日のゼミ]	5月24日のゼミ	今週は、先週に引き続き、デジタルマップの改善点を探るためにデジタルマップを巡り、不具合と思わしき箇所を発見した。

後半は、前回と同じように前川先生と開発者の方との打ち合わせをmeetで行った。
今回の打ち合わせでは、私の提案や指摘した部分に修正が入ったデジタルマップの改善案を見せていただいた。まだ実際改善後の状態を使用していないが、一見かなり使いやすいサイトに発展したという感想を抱いた。
マイサイトの色変更やプロフィール画像など、ユーザーの個性を示すことができる要素の追加には目から鱗だった。私は扱いやすくする事ばかり考えており、ユーザーが楽しめる要素は二の次に考えていたからである。
カスタマイズ性を追加すれば、楽しめるだけではなく、ユーザーのマイサイトへの愛着や拘りが現れるかもし	2021-05-29
	98	[image: 喫茶 緑(岐阜県)]	喫茶 緑(岐阜県)	岐阜県大垣市にある喫茶店です。岐阜県を含む東海地方はモーニングで非常に有名で、緑でもご近所さんや常連さんがモーニングを楽しんでいます。緑はかき氷でも有名で、贅沢にフルーツを使ったふわふわなかき氷を食べることができます。写真のかき氷は生ももみるくティーです。	2021-05-05
	99	[image: 牛伏寺]	牛伏寺	　金峯山牛伏寺は、西暦756（天平勝宝7）年に建立されたお寺です。その名の由来は、宋の玄宗皇帝が善光寺に赴く途中、連れの牛が二頭同時にこの地で死亡したことであるとされています。

　厄除けで非常に有名なお寺で、私も一度厄除け大祭に行ったことがあります。毎年とても多くの人でにぎわいます。

　山の中に鎮座していることもあり、車が無ければ行くことが難しいので学生にとっては参拝のハードルが高いかもしれません。ですが、パワースポットとしても有名なほど荘厳な雰囲気に包まれたお寺なので一度行ってみる価値はあります。


参考：金峯山牛伏寺公式　http://www.gofukuji.or.jp/

画像引用：「山とカメラと僕の覚書」https://yama10camera.com/goshuin-201701-gofukuji/

画像アドレス：https://yama10camera.com/wp-content/uploads/2017/01/20170129o-080.jpg	2021-05-05
	100	[image: 古関裕而記念館]	古関裕而記念館	　福島市出身で福島市名誉市民第1号である大作曲家、古関裕而さんの業績を称え建設されました。全国の小学校の校歌の作曲や、「夏の全国高等学校野球選手権大会の歌」としてつくられた「栄冠は君に輝く」など現在にも残る多くの楽曲を世に残しました。外観は名曲「とんがり帽子」がモチーフになっています。
　2020年に放送された連続テレビ小説「エール」の反響は大きく、観光客が古関裕而記念館を訪れたり、撮影セットの展示がされたり、「エール」に合わせてデザインされた路線バスが運行したりと、地域の活性化に繋がったようです。
　自分の出身小学校の校歌も古関裕而さんが作曲されたので、「エール」で生涯を知ることができて良かったです。	2021-05-05
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